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～ 地 域 か ら 考 え る ～ 生 物 多 様 性 の 保 全 と

持 続 可 能 な 利 用 へ の 取 組

生物多様性とは

岡山県には、瀬戸内海や

吉備高原、中国山地などの

多 様 な 生 態 系 の 中 に

13,963 種以上の動 植物が

生息・生育しています（岡

山野生生物目録 2009）。こ

れらの生態系や生き物はお

互いにつながりあい、支え

あって生きています。この

つながりは例えば山から川、

海への水の流れや、食う食

われる関係の食物連鎖など

から見ることができます。

さらに、中国地方のみに分

布するスイゲンゼニタナゴ、

瀬戸内海特有の多島景観な

ど、生物や自然にはその土

地特有の個性があります。

「生物多様性」とは、この

ような自然や生物のつなが

りと個性のことです。私た

ち人間も、大きないのちの

つながりの一員であり、こ

のつながりによって生かさ

れています。

生物多様性がもたらす恵み

私たちが日々当たり前と

思っている事柄の多くは、

生物多様性がもたらす恵み

と深く関係しています。

スーパーに並んでいる瀬

戸内海の海の幸。その豊富

な魚介類は、プランクトン、

海藻、山から供給される栄

養分などの様々な生物・自

然のつながりによって育ま

れています。私たちがおい

しい瀬戸内海の魚を口にで

きるのも、豊かで健全な生

物多様性があるからです。

その他にも、生物の遺伝

的な情報や機能を用いた医

薬品、豊かな森林による山

地災害の軽減、自然と一体

になった伝統文化など、生

物多様性によって私たちの

暮らしは支えられています。

先日、兵庫県で B 級グル

メグランプリが開催され、

見事岡山のひるぜん焼きそ

ばがゴールドグランプリを

受賞しました。B 級グルメ

には、その地域特有の食材

や調理法が用いられていま

す。このことからも地域特

有の自然環境が魅力あふれ

る地域づくりにつながって

いることがわかります。

COP10 開催を受けて

2010 年 10 月、生物多様

性条約第 10 回締約国会議

（ CBD-COP10） が 開 催さ

れました。COP10 には締約

国 180 カ 国 ､ 国 際 機 関 ､

NGO 等 13,000 人以上が参

加し、主な成果として遺伝

資源へのアクセスと利益配

分（ABS）に関する名古屋

議定書と 2011 年以降の生

物多様性保全の目標を定め

た「新戦略計画・愛知目標」

が誕生しました。

新戦略計画のビジョンは

「自然と共生する」世界の

実現であり、2050 年までの

中長期目標と、20 の個別目

標が合意されました。個別

目標には「 2020 年までに陸

域の 17%、海域の 10%の保

護地域化する」など具体的

な期限や数値目標が盛り込

まれました。

愛知目標は世界レベルの

枠組みとして位置づけられ

ています。今後、この枠組

みの中で各国が国別の目標

を設定し、取組を進めてい

くことが求められます。
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COP10 による生物多様

性への世界的な関心の高ま

りの中、地域の実情に合っ

た取組を行っていくことが

重要です。なぜなら、生物

多様性のあり様は地域ごと

に異なっており、画一的な

施策だけでは取組は進めら

れないからです。同じ海で

も日本海や瀬戸内海の違い、

事業者や農家などそこに暮

らす人々の違い、鳥獣被害

や外来種対策のような地域

の抱える問題の違いなど、

自然環境や課題は地域ごと

に異なっています。

環 境 省 中 国 四 国 地 方 環 境

事務所の取組

環境省中国四国地方環境

事務所では、スーパーや動

物園などで「外来生物を学

ぶ展示会」を行っています。

外来生物や、外来生物によ

る影響をより多くの方に知

ってもらうことを目的とし、

ヌートリアやアライグマな

どのはく製・パネルを使っ

て解説しています。

外来生物とは、元々その

地域にいなかった生物で、

人間の活動によって他の地

域から入ってきたものを指

し、特に海外起源のものを

言います。その中でも生態

系や人の身体、農林水産業

へ被害を及ぼすおそれがあ

るものを国が「特定外来生

物」に指定し、輸入・飼育

などを規制しています。

岡山県にも身近な所に外

来生物がいます。今朝の通

勤途中に旭川の斜面に黄色

い花が一斉に咲いているの

を見かけました。この花は

オオキンケイギクといい、

1880 年代に観賞用、緑化用

として導入されたものです。

オオキンケイギクの繁茂に

よって、その地域に生育し

ていた在来植物が減少する

などの問題が起きています。

動物園の展示会では、「ヌ

ートリアは日本の生きもの

だと思っていた」という声

がよく聞かれました。ヌー

トリアは戦前に毛皮用とし

て輸入され、需要の低下に

よって野外に放逐された動

物です。農作物への食害な

どの被害を及ぼすため、特

定外来生物に指定されてい

ます。現在、岡山県での捕

獲数は国内で最も多く、川

で泳いでいる姿を見かける

ほど個体数が増加していま

す。

外来生物問題の解決のた

めにはペットを野外へ捨て

ない、野外にいる外来生物

を他地域に広げない、など

１人１人の心がけが大切で

す。しかし、ヌートリアが

外来生物であることを知っ

ている来園者が多くなかっ

たように、「（特定）外来生

物」という生物の存在自体

を知っている方はあまり多

くないようです。

地域から出来ること

外来生物の取組を通して、

生物多様性の保全・持続的

な利用のためには、地域の

方々に「地域の生きもの」

や「生きものと環境の関係」、

さらに「自分たちが出来る

こと」を知ってもらう必要

があると感じました。

生物多様性のために出来

ることは何か、漠然として

いてわからないかもしれま

せん。しかし、今日の朝ご

飯の鮭がどこから来たのか

考えてみるだけでも、海・

川・山のつながりが見えて

きます。地元の野菜を食べ

ることで、田畑で野菜が育

てられ、そこに住む生物が

暮らしていけます。電気を

こまめに消すことは、地球

温暖化で被害を受けている

生物への影響を軽減させま

す。このように、日々の暮

らしの中で出来ることはた

くさんあります。生物多様

性への関心が高まり、生物

多様性のための行動が広が

るよう、地域のみなさんと

一緒に取り組んでいきます。

動物園での展示・説明会


